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平成 2 0 年 6 月 1 7 日

(局)長  殿

厚生労働省医薬食品局食品安全部基準審査課長

厚生労働省医薬食品局食品安全部監視安全課長

容器包装話低酸性食品に関するボツリヌス食中毒対策について

容器包装詰食品に関するボツリヌス食中毒対策については、平成 15年 6月 30

日付け食基発第 0630002号 及び食監発第 0630004号 にて通知したところです。
今般、容器包装請低酸性食品 (下記の 1において定義する食品をいう。以下同

じ。)に ついては、ボツリヌス菌に汚染された場合、ボツリヌス食中毒を引き起こ

す可能性があることから、薬事 ・食品衛生審議会食品衛生分科会食品規格部会に
おいて別紙のとおり審議が行われ、下記の対策を講 じることが望ましいとの結論
が得られました。

また、今後、当部会において、食品等事業者により下記の対策が適切に講 じら
れていることを確認するとともに、規格基準の設定の必要性も含め、再度検討を
行 うこととされました。

ついては、関係業界団体の長に対し、別添のとお り通知 していることを御了知
いただくとともに、貴管下の食品等事業者に周知及び指導方よろしくお願います。

記

容器包装詰低酸性食品の定義

容器包装に密封 した常温流通食品の うち、pHが 4.6を超え、かつ、水分活性
が 0。94を 超えるものであって、120° 4分 間に満たない条件で殺菌を行ったも
の。

殺菌は、容器包装に詰める前後を問わない。



2 容 器包装詰低酸性食品によるボツリヌス食中毒の防止対策
容器包装詰低酸性食品の原材料の処理及び当該食品の製造において、以下の

(1)又 は (2)に 示す方法により、①当該食品中のボツリヌス菌を除去する、
②ボツリヌス菌の増殖を防止する、又は③ボツリヌス毒素の産生を防止する、
のいずれかの措置を講 じること。

(1)中 心部の温度を 120°で4分 問加熱する方法又はこれと同等以上の効力
を有する方法での殺菌

(2)冷 蔵 (10°以下)保 存

なお、(1)又 は (2)以 外の対策を講じる場合については、科学的知見に基
づき、ボツリヌス食中毒防止対策を考慮 した適切な常温流通期間の設定を行 う
等、(1)又 は (2)と 同等以上の措置を食品等事業者自らの責任において講 じ
ること。

(参考 1)薬 事 ・食品衛生審議会食品衛生分科会食品規格部会審議資料等  4
http://www.mとェlW.go.jp/shirisi/yakuji.1lt船1

(参考 2)容 器包装請低酸性食品一
覧

(平成 15年 6月 19日 薬 事 ・食品衛生審議会 食品衛生分科会 食品

規格部会資料 5)



別 紙

容器包装詰低酸性食品に係る薬事 ・食品衛生審議会食品衛生分科会食品規格部

会における審議経過等

○平成 14年度から厚生労働科学研究等において 「容器包装詰低酸性食品のボツ

リヌス食中毒に関する研究」として、汚染実態調査、A型 及び B型 ボツリヌス

菌芽胞の接種試験等の調査研究を実施。

○平成 15年 6月 30日

平成 14年 度の研究結果に基づき、容器包装詰低酸性食品のうち、若子の気体

透過性を有する容器包装に入れ、密封した後に 120°で4分 間に満たない条件

で加圧加熱殺菌する食品 (以下 「容器包装詰加圧加熱殺菌食品類似食品」とげヽ

う。)で あつて、pHが 4.6を超え、かつ、水分活性が 0.94を超えるものに対す

る平成 15年 6月 19日 の審議結果を踏まえ、指導通知を発出 (平成 15年 6月

30日 付け食基発第 0630002号 及び食監発第 0630004号 )。

①平成 19年 6月 26日 及び平成 20年 3月 11日

平成 15年 の通知が、調査研究の途中経過において指導の対象を容器包装詰加

圧加熱殺菌食品類似食品に限定したものであったこと、その後、調査研究の結

果等がとりまとめられたことから、容器包装詰加圧加熱殺菌食品類似品を含む

容器包装詰低酸性食品全体についてのボツリヌス食中毒対策について、改めて

審議が行われた。

その結果、容器包装詰低酸性食品については、

① ボ ツリヌス食中毒が発生した場合、重篤症状を呈する可能性が高いこと、

調査研究からA型 及びB型 ボツリヌス菌芽胞が接種された一
部の容器包装詰

低酸性食品についてボツリヌス菌の増殖及びボツリヌス毒素の産生が認めら

れたとの結果が得られたことから、当該食中毒を未然に防止する対策に食品

等事業者が迅速に取組む必要があること、

② ボ ツリヌス菌の増殖及び毒素の産生が認められた一部の容器包装詩低酸性

食品の原材料として使用する食品のボツリヌス菌汚染実態の追加調査の結果、
ボツリヌス菌の検出事例は無かった事等から、直ちに規格基準を設定する状

況にはないが、まずは、食品等事業者がボツリヌス食中毒に係るリスク低減
の観′点から適切な対応を行 うべきこと

とされた。



爺
や
い
）

小
―
て

寸
＼
十

キ
斌
―
哨
佃
翌
闘
迎
維
郎
叩
韓
鮨

神

撃

配
離
口
Ｒ
（
じ
（
Ｓ
Ｏ
Ｃ
お
ｔ
Ｏ
寸
し
Ｌ
０
９
０
０
ヤ

″
狙
「
ネ
掛
寸
０

．〇
と
夕
ヽ

″
ヤ
ゆ
工
ｏ

↓離
首
Ｒ
食
ｙ
Ｒ
Ｏ
ｃ
ｈド
Ｏ
Ｄ
ゆ
ｏ
″

∞
．寸

，
ヽ
Ｃ
．寸

Ｉ
ａ

田
部
巡
郎
口

ど
の
．０
ま
＜
ヽ
．一

Ｉ
ａ

阻
韓
巡
郎
田

ど
０
．ｏ
章
＜
ヽ
‘ゆ

工
ａ

い

鳴
離
黒
Ｇ
巡
郎
田
わ
蔦
離
黒
や
ヽ
里
即
届

百
ｏ
Ｏ
Ｉ
器
．０
ま
＜
ド
１
０
Ｉ
ａ

い
鳴
離
黒
Ｇ
巡
部
口
わ
【
熊
黒
や
ヽ
旦
即
儒

百
ｏ
ｏ
ｌ
旨
．ｏ
章
＜
ド
ｌ
ｏ
工
ａ

い
鳴
寵
Ｒ
Ｇ
巡
部
口
る
ぷ
熊
黒
や
ヽ
翌
剛
掃

ざ
ｏ
．ｏ
ｔ
Ｓ
，ｏ
章
＜
ド
１
０
工
ａ

離

寓

距

像

８

ｐ
ｐ

Ｓ

一
遇

鞘

田

″
罫

降
ま
＜
わ

隠

Ｉ
ｏ

離
黒
延
念
８
ｐ
ｐ
８
運
郎
田

″
ぷ
降
ま
＜
わ
【
Ｉ
α

離
黒
延
念
８
ｐ
ｐ
８

一
′巡

部
口
堅
則
賠
酬

ド
ｏ
Ｏ
ま
＜
〓

ゆ
工
α

歳
厳
口
Ｒ
哺
止
〔
い
０
０
し
兵
υ
，
〇
〇
ヤ
′

頭
い
Ｍ
Ｗ
耐
】
堕
稿
門
此
幅
刑
則
′

卜
０
．０

と
好
ヽ
夕

〓
ゆ
Ｉ
ａ

′熊
服
延
士

ｒ
ｐ
８

ｒ
′服

Ｋ
匝
世

ｒ
ｐ
ｐ
８

一
最
黒
遇
鞘
ば

題
世

ｒ
ｐ
ｐ
景

〓
遵
席
５
ｏ
．ｏ

〓
＜

′
黙
消
ほ
ｃ
〓ゆ

工
ａ

】
報

Ｅ
ギ
乱
せ

郎
口
匝
Ｑ
寸
ｐ
ｐ

雨
再
一〉
Ｄ
や
匝
像
８
ｐ
ｐ
８

一
夕

答
降
ま
＜
古
，ｃ
ｔ
石
工
α

像
Ｒ
や
０
９
０
０
夕】

Ｄ
Ｓ
牌
県
巡
熊

R

匝
士

ｒ
ｐ
０
３
０
０

寵

察
題

Ｌ

答
持
〓
＜
ド
ト
寸
Ｉ
ａ

念
Ｒ
】
ｐ
樹

″
V

Ｄ
怠
経
票
巡
離
黒
肛
世

ｒ
ｐ
Ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ

ぷ

議

思

題

降
ま
＜

′
ゆ
∞
，寸

Ｉ
ａ

ご

暉

曜
再

Ｌ

〔
匝

唱

旺

項

旺

項

旺
々
取

狂
）
ほ
貧

（
球

狂
）
に
貧

（
球

狂
）
ほ
貧

張

匝

唄
狂

唄
狂

唱

旺

（
暖
狙
解

―
）
優
貧

回

”

旺

″
笹

に

項

旺

項

旺

キ
持
博
博
に
眠
二
伴
■

闘
ハ
Ｈ
ぶ

″鯉

ハ
Ｈ
ふ
″棄

き

謡

′
岬
は

タ

樹
ハ
御
お
ヽ
同
Ｋ
卜

！
闘

難
Ｓ

，
展
細

夕ふ
は
十
ヽ
Ｈ

叶

＝

埋

″
撰
村
ｌＪ

“喪

さ

襦

コン
竹

″
撰

い
い
卜

′韻

く

″
曜
金

′
興
瀬

終
は
旧

′
総

く

，
い
に

同

区

十

Ｈ
ヽ
か
べ
′棄

き
濡

′撮
ヨ
丑
′

翼
細

，製
合

，い
Ｇ
章

邸
祖

′溜
Ｋ
は
明

′製
台

′日
世
御

岬
佃

夕く
い
冬

′淑
Ｋ
ば
咽

′製
台

′□
昧

岬

側

′
回

Ｋ

暇

●

‘
器

く

‘
興

謹

“
じ

姓

律

闘
ハ
包
ミ
ト
″窯

迎
拠

″豪
き
濡

工
小
御
ミ
ト
″Ｒ

榊

′Ｓ
選
念
業
民
田
Ｍ

″製
台

′
翼
舶

′慨
翠

′博
ば

棄
苦
畿

‘覇
料
返
ギ

韻

′菜
皆
拒

′「
心
小
ミ
ベ
導
岬

′照
製
喘
製
型

′菜

Ｕ
拠

′窯
普
掃

″躍
興

，い
＝
迎

′Ｋ
十
Ｈ
竪

′ぐ
い

代

′翼
ざ
型

′溜
Ｋ
は
岬

′製
台

′畏
鞠

′蝉

′い
挫
ＩＪ

寝
習
退
翠
樹

″
「
心
小
ミ
Ｒ

翠
岬

′い
梓
担

″菜
き
鵡

′菜
き
罵

夕
捉
＝
拘

′
渓
尽

型

′盟
く
Ｒ
咽

′擢
＄

夕
冥
担

′ぶ
く

，
国
螺

，
い
登

ＩＪ

蝉
製

＄
報

型

“喪
醤

韻

‘察

醤

需

‘林
駅

く

さ
代

″
（溜

く
は

四

′
製

詮

）
熙

製

′
震
鞭

′Ｄ
や
ニ

く
と

い
卓
代

主
取
ば
球

正
翻
開
Ｉ
α
′

議
習
昼
翌
饉

棄
ｄ
撫

‘ハ
小
卜
ヽ
ホ

′窯
き
隔

′
暉

″
ＩＪ
β
収

Htl

К
十
Ｈ
田
出

″

製
翼

′
実
細

夕＝
団
―
ョ
製
鞘

“く
コ
代

“避
く
林

ぷ

Ｇ
拒

′
去
出
製

′
肘
選

К
十
Ｈ
田
赳

業
体
憾

″製
宴

′
東
郷

′＝
団

二

仙
榊

―

ぷ

Ｇ
てく

コ
代

“速

■

夕
衣
駐
製

〔
■

“
正
Ｆ

翌

“
、
く
Ｒ
ヽ

く

脇

将

増

』

牌

経

即

Ｋ

ミ

博

ｔ

託
（拠

雄
占
製
Ｓ
や
）
と
き
ふ
ふ
中
ヽ
Ｈ

（隠
騨
）
０
わ
せ
仙

（郎
騨
）
雑
母
料

（□
鞭
）
□
的
判
ぐ
約

（問
服
）
回
蝶

叫

Ｋ

ほ

く

（
Ｄ

伸

）
Ｄ

出

伸

服
製
〉
●
博
ば
肘
選

い
巴
ｌＪ
栂
ｂ
ぐ
的
い
く
醒

い
距
拘
０
も
や
抱
い
く
電
鰈

服
隅
”
Ｄ
ミ
ニ

ＩＪ
口
赳
他
醸

躍

ヨ

ｓ
Ｇ

Ｈ

岸

躍

寧
い
Ｇ

い

山

" 寸 〇 ∝ O



小
―
て

寸
＼
ミ

隷
民
Ｑ
罵
ｐ
ｐ
糧
１
８
巡
郎
口

′
罫
降
ま
＜
ど
Φ
．ゆ

Ｉ
α

岬
釈
巡
離
黒
肛
ｄ
Ｐ
や
ｐ
呂

′
答
降
多
＜
ざ
ミ
〓ゆ

Ｉ
ａ

引

ぶ

食

畢

ｐ
ｐ

斜

一
ｌ
ｄ

Ｐ

ｐ
ｐ

８

革
命
．ｏ
ｌ
留

．０
ま
＜
ど

０
１

卜
ｔ寸

Ｉ
ａ

離
Ｒ
ｄ
Ｒ
ｐ
叫
本

０
う
０
∞
＋
れ
離
』
Ｒ
叫
☆
ぺ
０
９
ｃ
ｏ
ｒ
が

ゆ
】Ｎ

Ｉ

ｏヽ
「

〓
せ
＜

″
ｃ
ｏ
〓ｏ

ｌ
寺
命
．０

ま
＜

′
ｏ
．ゆ

―

ｃヽ
，寸

工
α

離
黒
註
８

１
品
ｐ
ｐ
零

ヤ
ー
罵

一
十
離
黒
引
ぶ
ｐ
思

革
０
．ｏ
ｌ
ぷ
‘０
ま
＜
ざ
‘ｃ
ｔ
ｃ
，寸

Ｉ
ａ

代
択
還

郎
鑑
経
躍
出
阻
Ｋ
区

いヽか
特

′郎
口
巡
食
思
】
や
鷺

工
さ
Ｏ
ｏ
章
＜
ご
．ゆ

工
ａ

冊坤
お
い

い゙
た
離
口
Ｒ
Ａ
再
〇
一し
Ｌ
Ｏ
，０
べ
一
夕

ざ
側
．一

〓
距
科
紳
Ｗ
″

寸
Ｃ
ｔ寸

Ｉ
ｏ

．旺
京
ぼ
描
過
ユ
厳
口
Ｒ
ふ
再
〇
一
し
兵
Ｕ
う
０
国
一
夕

ざ
め
ゆ
ぼ
Ｗ
納
料
′

Ｏ
卜
‘寸

Ｉ
ａ

ま
無
口
Ｒ
Ｏ
う
ｏ
Ｎ
Ｔ
て
ｏ
ｏ

″

t
ゆ

ｏ
ラミ
′

や
０
ゆ
一
そヽ
ゆ
．Φ

（
ぶ
耐
Ｗ
′

ゆ
ゆ
‘ゝ
Ｏ
．寸

Ｉ
ａ

０
．Ｎ

寵
黒
ｐ
ゆ
ｏ
ｌ

ゆ
母

さ
０
．ヤ
ー
ゆ
．ｏ

凹
闘
翌

′ざ
ゆ
ミ
ー
ゆ
〓る

て
″ざ

Ｐ
ｌ
ｃ
念
暉

ざ
．ゆ
―
ゆ
〓寸

Ｉ
ａ

一睡
苫
Ｒ
哺
，
役
Ｏ
Φ
ｈド
０
，
ｏ
ｏ
一
夕

寸
ｏ
．０

ま
＜

′
０
．寸

Ｉ
ａ

盟
掛
叩
斌
Ｘ

Ｎ
一
＝
‐ｍ‐畔
Ｌ
▼
譜

Φ
Ｏ
，
ゆ
寸
一
′

∞
０
０
ま
＜

′
∞
．ｃ

Ｉ
ａ

盟
林
叩
斌
Ｘ
ｃ
．ｏ

ミ
＝
凹
一Ｌ
▼
騨
寸
Ｏ
Ｄ
ｃ
寸
一
夕

∞
ｏ
ｏ
ま
＜

夕
∞
，ｃ

Ｉ
ａ

（題
貧

母
蜘
軽
）

関凛
せ割
潤択
血町

鳴

旺

項

旺

項

旺

唱

匝

唄

旺

碓
辞
阻

唱

旺

唱

匝

鳴

旺

唱

旺

鳴

旺

項

旺

い
伴
胆

′岬
佃

メ
Ｒ
電
米

″噂
Ｋ

日
田

′
叶

せ

建
ふ
高
一

く

モ

ミ

）

＝

躍

裂

′
即

き

米

ほ

叫編
最ミ

報′ス

α

″く
い
代

′照
製

″肘
翠
辞

′
棄
苦

稲
＝
ギ

‘蟹

博
岨

′
撮
製

′
捉
麹

覇
灘
需
Ｉ
！

窯
醤
需

′Ｋ
十
Ｈ
相
翌

′Ｋ
ヤ
Ｈ
特
ば

′菜
き
編
畿
総

″難
さ

′難
躍
製
心
生
卜
興
球

′博
賦

′臓
製

震蝉製
麹d隈

謀

醤

構

′Ｋ
ヤ
Ｈ
概
翠

′Ｋ
十
Ｈ
や
ば

′棄
き
掃
出
黙

′岬
佃

′
饗

＄

′
贈

曜

饗

い

と
卜
擢

昭

′
ほ

ば

′
最
型

′
冥

細

（ほ

ば

“即

製

′
田
給
限

D

蛍盟
菫Φ

い
代

″
製

台

″
く
十

Ｈ
博

哨

″
Ｋ
十

Ｈ
斡

“
臨

斡

″
票

く
い
せ

′
暉
佃

′製
さ

′
Ｋ

尚
地
圏

“く
十
Ｈ
田
出

中
Ｈ
博
岨

′
撮
製

′
震
細

棄
さ

群

玉
、１
ロ
ミ
ト

″
蟹
仙

菜
き
高
出
黙

′製
合

′
Ｋ
十
Ｈ
撮
製

′
ほ
製

′
泉
蜘

翌

醤

需

ィ窯

＝

仰

“こ
い
ぶ

製

′釜
蓬

′Ｋ
十
Ｈ
電

′岬
佃

′尚
鯛
闘

′ぶ
難
念
Ｋ
ミ

田
螂

航

ヨ蛍

拝
終
き

福

壁

忠

′
悪

隠

鈴

′
騨

金

′
興

細

即

製

囀

報

型

“課

醤

■

バ

お

ｒ
奪

ミ
ｚ
趨

出

製

興

″
窯

普

吊

′
菜

＝

仰

，
棄

普

罷

曲

黙

″
製

台

′
か

か
ト
ー

コ

正

電
冥

騨

蝉

′
冥

細

′
レ

ロ

′
断

咽

邸

′
型

蛍

”柑
苫
単
か
■
ロ
ギ
　
、タキ
ー

・対
け

根
′

オ
米
陶
”
′

「
一
い
ミ
ー

品
悶
ハ
い
夕

ヽ
心
さ
と
ホ
Ｈ
絣
鵬
￥
命
湖
ハ
季
′

ミ

い
く
Ｈ
饂
科
ぬ
皿
」
ハ
さ
や
い
。ふ
″

ミ
い
く
Ｈ
怒
科
登
皿
程
蝶
補
（
′

「
一
一ユ
ホ

ハ
半
，申
Ｒ
′

理
蚕
ば

，
コ
時
韓

皿
冨
姿

′
田
緯
弾
「
―
，く

′
田
合
半
Ｊ
Ｒ
ヾ

ハ
ト
ロ
択
″

困
ロ
ハ
″
悪
・コ
″

「
心
一ユ
ホ
樹

ハ
Ｈ
ふ
″

寸
在
脚

″
「
い
ヽ
ュ
■
く

Ｉ
Ｅ
ミ
申
ミ
い
よ
（
十
，モ
ミ
択
′

「
‘ミ
ユ
ハ
い
レ
ふ
′

ヽ
，べ
学
い
択
′

ハ
＋
，十

い
択
′

「
・ベ
ー
ト
・ふ
夕

ヽ
，ミ
ハ
ー

，担
と
く
択
―
口
′

食
い
く
卓
軽
響
ぷ
一皿
嘔
ハ
ふ

，コ
ミ
ト
′

ミ
い
く
Ｈ
毬
型
ぶ
一皿
い
ミ
ー
同
一一・ふ
ハ
▲
。コ
ロ
。卜
，

▲
いヽ
く
Ｈ
韻
科
登

皿
【
ハ
い
や
Ｆ
ふ
′

“
守
終
，
コ
い
纂

皿
嵩
姿

′
祖
緯
弾
「
―

，く

，
製
蚕
ド

Ｑ
や
〉
翌
Ｄ
卜

回
К

（Ｗ
二
い
翌
抑
」さ
職
榛
）

（瑠

会
や
）
＝
ぐ
ミ
６
単
★
や
終
判
軽

ｅ
●
旺
帥
蝦
く
瑠

賦
卜
ヽ
ふ
ュ
ー
▲
二
Ｋ
（卜
ヽ
ふ
阻

離
唄
単
）
Ｇ
●
雄
躍
叫
Ｒ
郎
冬

旺
卜
ヽ
ふ
エ
ー
▲
ュ
Ｋ
（卜
ヽ
も
Ｗ

Ｒ

田
熊
）
０
●
＆
躍
畔
Ｒ
郎
争

廻
祥
枢
串

（ト

や
登
―
食

じ

ｅ
Ｏ
旺
冊
懸
ぐ
ｓ

Ｑ

●

Ｄ
慨

ｅ
い
く
ｓ
贈
理
担
Ｎ

唱
Ｈ
黒
震
期

ミ
製
Ｇ
Ｅ
杓
蝶

ミ

世
＝
町

岬
釈
掴
様
ミ

ミ
”―
コ
ー
母
ハ
田
小
―
準
―
コ
ー
同

岬
釈
掴
離
貧

―
て
ヽ
―
や
Ｓ
と
ト
ト
）
Ｋ
い
か
＝
ニ
ト
ト

ト O 〇
N N

い
へ N ミ ミ ミ ミ 側



小
―
て

寸
＼
Φ

盟
掛
叩
斌
Ｘ

ｃ
Ｎ
＝
聞畔
」
▼
謹
∞
０
う
寸
寸
一
′

∞
ｑ
Ｏ
ま
＜

′
∞
．ｃ

Ｉ
ａ

い
鳴
や
Ｇ
や
や
二
】
Ｄ
黒
熊
申
ハ
小
い
ふ

♀
置
ハ
御
ミ
ト
′

お
鳴
赳
Ｈ
離
景

′や
鳴
や
鴫
認
Ｇ
革

只
〓
＜
′引

本
ｃ
〓寸

Ｉ
α

的
饉
ハ
コ
ミ
ト

″
お
ぼ
理
Ｈ
離
尽

や
電
押
Ｇ
押
や
二
Ｗ
コ
黒
厳

や
碍
や
哨
試
ざ
ゆ
寸
ｏ
ｏ
〈
ま
＜
夕

「
茉
石
．寸

Ｉ
α

田
部
上
ミ
ユ
▲
Ｉ
Ｑ

ご
張

ギ
Ｇ

ギ
ヽ
こ

卜

．
↓長

聴

体
か

か

一
】体

や

Ｏ
Ｄ
ゆ
ｏ
′

叫
翌
ぺ
寸
０
，ｏ
章
＜

′
叫
翌
会
ｃ
‘寸

工
ａ
ヽ
一い
ま
革
獣
ギ
ー
〓

ゆ

順
熊
ｐ
Ｒ

一奎

哨
認

″理
Ｈ
熊

黒
回
Φ
担
組

J

や

穏

ぐ

∝
―

に
ゃ

ヽ

∞
の
．ｏ
ョ
＜

ギ
．０
１
０
．ｃ

Ｉ
α

ｒ裡
な
も

ア
ド
Ｏ
ｏ
ｏ
留
Ｗ
ヨ

弛
習
い
ス
営
Ｒ

ュ
ぉ
択

１
８

ヤ饉

哨
認

′騨
Ｈ
離

景
回
０
こ

‘選
製
コ
照
距
窓
Ｐ
や
幅
照
ｐ
Ｐ

ヤ

榔

ご
ｏ
ｏ
ｌ
Ｎ
ｏ
ｏ
〓
＜
ド
．０
１
一
．ｃ

Ｉ
α

▲
、ヽ

ヤ玉
踊
境
ポ
ｏ
困
ｈド
Ｏ
ｏ中
の
，
Ｏヽ
ｏ
村
ヨ
隠
照
買
照
鷹
湖
穏
姉
」

ｄ
Ｐ
ｐ
ｐ
８
Ｄ
く
報
わ
ぷ
ュ
か
ベ
タ巡

赳
Ｄ
熊
旺
念
Ｒ

一
１
８
ｐ
ば
熊
ｐ
Ｒ

一

Ｉ
Ｐ

ｒ母
哨
認

荒
裡
Ｈ
熊
黒
回
●
母
組

苦
ｏ
ｏ
ｌ
樹

ｏ
ま
＜
ざ
．ト
ー
寸
．ｃ

Ｉ
ａ

賑
熊
ｐ
Ｒ

稲
一慕
お

′騨
Ｈ
離

R

ＡＮ
迅
爾
ド
Ｏ
ｏ
Ｏ
卜

】
、

〓
照
経
赳
４
や
崎
側
伊
ヽ
〇
騨
Ｗ

回
●
饉
邸
，
０
０
．ｏ
ｌ
ミ
０
．０
ま
＜
夕０
．ト
ｌ
ｏ
，ｃ

Ｉ
ａ

十
照

題
奪

Ｐ
ｐ
ｐ
呂

Ｗ
、コ鍬

こ
絶
呂
ュ
か
択

“連
製
、

】照

題
窓
〕

Ｉ
Ｐ
ｐ

脈
漑
厳
０
，
Ｏ
Ｎ
一
ヽ
五
五
詔
叫
括
裡

Ｈ
里
離

口
Ｒ
口
一
ｏ
ヽ
語
湖

夕
∞
ｏ
．ｏ

２
ヽ

０
．ｏ

車
＜

夕
０
卜
，

寸ヽ
〓０

工
ａ

（
照
馬
率
爵
苫
【
匠い
な
も
寸
で

０
ア
ド
Ｏ
ｏ
的
ｏ
Ｔ
‘

Ｏ
ｏ
的
ｏ
相
訴
対

Ｋ

メ
Ｒ
や

鳴

や

ニ
ミ

ユ
▲

）
阻

韓

Ｄ

岬

点

韓

酌

夕
巡

士

引

い
軽

延

念

需

ｐ

ｐ

器

１

０
，
Ｏ
ｏ
ヽ
工
嘔
認
印
ヽ
押

Ｈ
ユ
離

口
Ｒ
司
車
け
ヽ
訴
湖

″
∞
ｏ
ｏ
ｌ

寸ヽ
ｏ
ｏ
車
＜

″
∞
‘ｃ

，

ｃヽ
．ｃ

Ｉ
ａ

出
製
像
Ｐ
軽
喪
饗
求
壺
К
轍

″卜
熊
念
鼠

ｒ
１
８
ｐ

ぽ
胡
ほ
常
万
木
快
町
篤
裡

Ｈ
Ｊ
離

口
Ｒ
司
一寸
朽
玉
く
′
Ｒ
止
叫
′

∞
Ｏ
０
２
寺
ｏ
ｏ
チ
＜

′
ｏ
‘ト

ー

寸ヽ
〓０

工
ａ

ほ
品
隠
憎
把

（
ぶ
〇
卜
，
ヽ
〇
ゆ
し
Ｌ
脈
泣
隠

合
じ
０
ア
Ｏ
ペ
ヤ
，
ヽ
Ｏ
ヤ
一

″
（
恵
〒
―

じ

Ｃ
ｏ

．〇
と
を
、
″

ゆ
．ｃ

Ｉ
ｏ

伝
協
隠

哺
冴
恨

ｏ
Ｔ
で

∞
炒
卜
は
解
パ
じ
０
，
ｏ
ミ
て
て
０
ヤ
一
，

（
恵
Ｔ
Ｉ
）
∞
ｏ
．０

ま
＜

′
Φ
，ｃ

Ｉ
ａ

豊

尊

属
監
飛
哺
野
恨
ｏ
？
！
ｏ
田
的
Ｙ

，、
卜
‥―
ヽ
八
じ
Ｏ
Ｄ
ｏ
ｃ
ｒ
て
ｏ
Ｏ
一
夕

曇
早
―
じ
卜
０
．０
ま
＜

″
ｏ
．ト

ー
ａ

佃
喋
離

黒
四
赳

匝
像

一品

長

魚
苫

ｃ
，
と

へ
ゃ

Ｃ
と

留
‘
ｃ
∝
な
′
ボ
ト

↓

べ

く

勲

く
一

ｏ
一
（
辞い
想
猛
腐
）
Ｏ
Ｄ
ゆ
ｏ
Ｔ
て
い
０
′

公
早
―
じ

卜
０
．０

ま
＜

タ
ト
ｔＯ

工
ａ

隠
―
郎
ロ
ー
四
曜
闘
翠
肝
―
択
業
ｌ
ｐ
ｅ

′
（
噺
ビ
４
い
Ｏ
Φ
的
ド
ｎ
ド
∞
ｏ
）
皮
榔
口
【
陀
岬

引
本
堺

０
ま
＜
苦
〓寸
―
ゆ
‘寸

工
ａ

項

匝

と籠
軍目☆母
旺岳

（
絶
夜

軍

―

）
唄

雄

（
描
女

師

―
）
唄

狂

項

旺

唱

匝

鳴

匝

鳴

匝

唄

匝

唱

匝

唱

旺

碓
辞
性

（湛

☆

解

―

）
鳴

旺

と名
,目夜
lE E師

唄

旺

項

碓

品樹
沖
早
ハ
ホ
ロ
根

】
困
ロ
ハ
”
尊
・担

“
お
水

ハ
い
ぶ
や
―
ト
ト
′

「
・択
学
い
択
′

「
Ｓ

ュヽ
ホ

′
ミ
い
く
Ｈ
饉
科
套
皿
四
ハ
い
申
【”，Ｓ
′

岨
葛
叫

果

革

「
ｌ

ｋ

′
甫

纂

製

基

′
製

金

飾
畔
′

「
Ｓ
ユヽ
ト
闘

ハ
Ｈ
ふ

”闘
ハ
，十
ミ
ト
′

く
１
回
ミ
申

′
田
代

学

′
翼

雫

赳

や

謀
榊

‐覇
ギ

雨

“霊
い
く

口日
‐面

釜

皿
旺
採

‐製

台

′照
林
断

′蝦
□

′熙
朴

′★
昧

′
Ｅ
昧

ター
出
―
同

エ
ー
ぬ
同
ｍ
卜

′ト
ロ
ロ
′熙

か
か
ふ

′懇
謹

′鋒
隠
争

鳥ギ
離択

（珊
球
Ｇ
帥
符

ｅ

″学
ふ
格
Ｒ

′や
と
推

″騨
端
断

Ｇ
帥
レ
竹

熙
製

′□
冬

′
榔
判

蟹
他

“製
食

“棄
鞘

細

′
籠
葵

″
籠

憾

争

′
課

↑

眠

′
課

電

′
悪

郎

球

・
隊
鈴

艦

準

′
槃

Ｉ
Ｈ
ＩＩ
ド
ふ

′
回

冬

′録

剛

暉

硝

′
祭

憾
各

′
製
Ｉ
Ｈ
ＩＩ
ド
ふ

，
回
冬

側

′纂
世

′
鋒

Ｒ
報

′
興

田
「

（帥
郎
胆
椰
）
′岬

Ｉ
騨
―
付
――
ド
ふ

ヤ
回
冬

製
Ｉ
Ｈ
ＩＩ
ド
ふ

ヤ
ロ
冬

主
鍔
田
「

′
無
溢

罪

′
製

田
「

″纂

益

′
懇

眠
「

タ

‐‐――‥
轟
ネ
搬

印

“株
駅

製
Ｉ
Ｈ
ＩＩ
い
ふ

′
日

冬

Ｋ

照

″
製
Ｉ
Ｈ
ＩＩ
ド
ふ

′
同

寺

終

掻

′
く

障

″
擢

Ｉ

Ｈ

ＩＩ
ド

ふ

′
引

争

荘
拭

怖
い

て
ｍ
報
会
■

“
（
よ
Ｌ
望
い
工
五
Ｔ
隷
，
Ｌ

（帥

億

眠

）
録

業

′
揮

岬

′
纂

ば

冬

ミ
ｘ
い
ベ
タ

爵

″
製
さ

〓
肺
ヰ

菜
畑

〓
い
■

夕製
Ｓ

，
正
認
ハ
ホ
ー
竹
い
べ
（悪
―
）

棄
き
闘

′蝉
佃

′無
憾
冬

岬
釈
阻
様
貧

―
を

オ
米
慈
ぶ
半
Ｈ
（
）
Ｋ

ふ
小
Ｗ
十
ｒ
ｉ
学

―
ふ
Ｋ
べ
じ
ユ
Ｋ
Ｉ
て
―
い
1ド̂
卜 生

ぐ

ぼ
躍

黒

ふ
ハ
（千
卜
旺
ハ
て
即
儒

い
ｅ
Ｏ
や
卜
岬

格

東
■

僻

Ｄ

熊

せ

食

時

Ｄ
熊

■

昧

笛

騨

姓

肥

Ｅ

摩

せ

魚

峠

く ぶ

や

や

い

Ｇ

ぐ

魚

昨

判
鮒

ミ

や
せ

い
や
と

い

掻

卜

）

ふ
ハ
、
い
卜
生
―
い
Ｋ
ミ

（ま
本
廉
小
―
ミ
ト
）
熙
―

い
や

く
勺
冷
ｐ
ｅ

の
Ｎ Φ Φ Φ

ｐ
Ｄ

マ
”

０
”

０
”

卜
め

”
”

O
Φ

０
寸 寸 寸 寸 寸



か
―
て

ヽ
＼
寸

ゆ
菜
則

無
崩
控
緊
哨
佃
椰
離
念
胡
延

口巨
佃
椰
総
帥
判
眼
唯
相
・冊
駅

口
Ｐ
Ｌ
Ｏ
せ
！
憶
岸
】
☆

。
や
鳴
後
翌
謎
Ｆ
や
卜
単
性
後

口母
佃
や
卜
珊
蕊

′や
里
ま
本
碍
斌
―
蕊
珊

（Φ
択

。こ
禅
押
墜
と
対
や
卜
珊
蕊
】
綱
後
唯
祖
Ｇ
隠
斌
―
珊
蕊

′想
糸
判
日
や
や
酬
い
ヽ
里
帥
神
部
製
認

′母
翠
捜
念
Ｋ

〓
α

儘
択

。や
鳴
ｐ
Ｇ
や
製
瑠
判
＝
い
判
Ｎ
韓
埋
製
●
鳴
Ｇ
巡
鰈
沖
糸
抵
□
酷
冊

′母
隠
細
―
蕊
珊

（
ｒ
択

肥
岨
里
揺
菜
博
Ｇ
出
製
饉

′
延
Ｑ
斜
ｐ
ｐ
患

革
０
．０
ま
＜
苦
．守
ｌ
ｃ
〓寸

工
α

D

長
熊
申
闘
ハ
Ｈ
ふ
′ハ

（
い
へ

″肛
念
慰

収
叫
里
摂

摂

様

Ｇ
苗

増
圏

製

Ｗ
Ｏ
ｏｏ
ｏ
夕

ｏ
ｏ
．ｏ
≡
＜
″

０
寸
，
ト
ギ
エ
ａ

Ｄ
案
熊

的
ｃ
孟
闘
ハ
Ｈ
ふ

′ハ
か
い
ふ

″
像
田
Ｎ

搬
映
望
撰
摂

熊

Ｇ
出

禅
圏

投

Ｗ
０
９ｏ
ｏ
′

ｏ
ｏ
〓０
ま
＜
，

ミ
〓い
，
ｏヽ
．ゆ

Ｉ
ａ

―
ミ
ハ
ー

ふヽ

″
田
部
＞
⊃
′熊

民
像
ｏ
ｏ
ｐ
ｐ
醤

一

押
認
や
電
「

′Ｏ
Ｏ
‘０
ま
＜
′０
．卜
，
・ｏ
．ゆ

工
α

牌

電

当

―

会

ハ

ー

【
】や

議

長

″

Ｅ
Ｆ

４
せ

Ｃ

へ
ｒ
ド
ｒｌ
メ

峰
∝
ｍ
い

恥
椰

口
叫

　

ま
隅

Ｅ
【

塩
米
Ｈ
察
製
ミ
抱

部
劇
翌
掴
様
Ｗ
望
電
「
―
ミ
ハ
ー

ふヽ

′ほ
茎

″巡
製
●
い
や
印
鼠
闘
饉
区

即
製
田
ＩＤＥ
潤

′即
製
熊
黒
凹
黒
）
と
い
里
米

′「
蚕
器
．ｏ
チ
＜
′

引
本
ｃ
．寸

工
ａ

ｏ
ｏ
ｐ
Ｏ
，
Φ
ｏ
一
″

ｏ
Ｏ
，〇
芸
＜
フ

ｏ
．ト
ー
も
，０

工
。

ぶ
Ｏ
Φ
し
ｒ
Ｏ
う
い
０
一

″
０
０

０
と
を
ヽ
′

〇
．ト

コ
ヽ
卜

，寸
工
ｏ

唄

匝

唄

匝

唄

狂

唄

狂
〔
匝

い
匝

唄

旺

口
，，、ＯＳ
騨

″
田
岬
耐
喘
′マ
王
群
饉
一Ｄ
ＩＪ
や
や
lrヽ
判

無嵩
眠殺
冬習

′ハ
か
い
ふ

″出
製
鶴

″
田
鴎
Ｋ
韓

′
東
Ｓ
型

S畳

鴎
Ｋ
韓

田

ぶど
蝉鞘
ハ
Ｈ
Ｓ
″ハ

か
い
ふ

″尚
判
圏

″
田

，
田
部
照
冬

′傘
笹
や

′祭
Ｎ
寺

終

ｐ
ｐ

＊

ぱ

コ■

（溜

く

ば

昭

コ
ハ
小

コ
卒

″
置

ハ
Ｈ
Ｓ
）
‘

米

ぜ
【十

米
や
や
い

く
知
い
ｐ
ｅ

―
、
―卜
体
Ｋ
Ｋ
ｐ
ｅ

壁

や
降

コ
ｐ

ｅ

へ郎

耐

雲

）
篤

ｓ
Ｓ

ｕ

劉
醐
渦
劇
詔
劉
尉
矧

県

白お
理

轟
米

阻
熊

ゆ
寸

C
寸

ト
寸

∞
寸

O
寸 ゆ


